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Abstract
Two adult females of Lernaea cyprinacea Linnaeus, 

1758 were collected each from two individuals of me-
daka, Oryzias latipes (Temminck and Schlegel, 1846) 
(Beloniformes: Adrianichthyidae), in an artificial small 
pond at the Museum of Natural and Environmental 
History, Shizuoka, in Shizuoka Prefecture, central Ja-
pan. Each copepod was found to insert its anterior 
body into the host’s left eye or near the base of the 
right pectoral fin. In the former infection, the copepod 
induced exophthalmos (pop-eye). Peritrich ciliates 
were attached to the trunk and egg sacs of the cope-
pods.

はじめに
イカリムシ Lernaea cyprinacea Linnaeus, 1758は

イカリムシ科に属するカイアシ類で，淡水魚に寄

生する（椎野，1966；Kabata, 1979）．本論文の第

一筆者は，2000年代後半から共同研究者ととも

に，わが国におけるイカリムシの地理的分布や宿

主利用に関する研究を日本各地で進めている（例

えば Nagasawa et al., 2007；長澤ほか，2012）．最近，

筆者らは静岡県で採集したミナミメダカ Oryzias 

latipes (Temminck and Schlegel, 1846)にイカリムシ

の寄生を認め，標本を採取した．静岡県における

イカリムシの記録としては，1920年代から 1970

年代に 6報文（松井・熊田，1928；Matsui and 

Kumada, 1928；松村，1933；Yamaguti, 1939；笠原，

1962；大滝・山下，1978）が出版された．しかし，

Yamaguti (1939)による形態の記載を除けば，他報

文における記述は極めて短いものである．本論文

では，大滝・山下（1978）以後，約 40年ぶりに

静岡県で見出されたイカリムシの観察結果を述べ

る．

材料と方法
2020年 10月 13日，静岡市駿河区大谷にある，

ふじのくに地球環境史ミュージアムの中庭に設け

られたコンクリート製池（Fig. 1，長さ 8.5 m，幅

7.5 m，水深約 0.3 m，34°57′33″N，138°26′12″E）

でタモ網を用いてミナミメダカ 10尾を採集した．

これを同市内にある水族寄生虫研究室に運び，同

日に 99%エタノール液で固定後，標準体長（SL，

mm）を測定して実体顕微鏡（Olympus SZX10）

を用いて寄生虫検査に供した．イカリムシを見出

した際には，寄生部位を記録後，実体顕微鏡に取

り付けた撮影装置で撮影するとともに，宿主から

摘出して形態を観察した．その際，イカリムシの

体表に着生する繊毛虫類の観察も行った．イカリ

ムシはその後 99%エタノール液中に保存した．

現在，イカリムシ標本は第一筆者のもとにあり，

日本産イカリムシの形態学的研究を行った後に，

茨城県つくば市にある国立科学博物館筑波研究施

設の甲殻類コレクションに収蔵する予定である．
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本論文で述べる魚類の和名と学名は本村（2020）

に従う．キンギョの学名は宮地ほか（1976）に従

う．

結　果
採集した 10尾のミナミメダカ（14.5–24.5 mm 

SL）のうち，2尾（22.5 mm，24.0 mm SL）に各

1個体のイカリムシが寄生していた．イカリムシ

は，それぞれ宿主の左眼球および右胸鰭から体前

部を宿主に穿入させていた（Fig. 2A, B）．前者の

頭胸部は宿主の鰓蓋筋肉に到達し，後者の頭胸部

は宿主の腹腔に達していた．寄生を受けた眼球は

膨らんで突出していた（Fig. 2A）．

採取したイカリムシ 2個体はともに雌成体で，

体長（卵嚢を含まない）は 5.7 mmと 5.1 mmであっ

た．頭部直下に背腹 2対の突起が発達し（Fig. 

2D），胴部前半部はほぼ円筒形で後部に向かって

膨らみ，胴部後端近くに卵嚢を有していた（Fig. 

2A–C）．

イカリムシ 2個体とも，水中に露出している

体表に，細い柄とその先端に吊鐘様構造を有する

ツリガネムシ目繊毛虫類が着生していた．眼球に

寄生していたイカリムシにおける着生数は僅かで

あったが，胸鰭に寄生していたイカリムシでは著

しい着生が見られ，群生した繊毛虫類がイカリム

シの胴部と卵嚢のほぼ全面を覆っていた（Fig. 

2B, C, E）．

考　察
静岡県では，これまでに次の魚種と場所から

イカリムシが記録されている：二ホンウナギ

Anguilla japonica Temminck and Schlegel, 1847［浜

名湖岸和田村（現在の浜松市東区中南部）の養魚

場，松井・熊田，1928；同湖岸にある養魚場，

Matsui and Kumada, 1928； 不 明 地，Yamaguti, 

1939；場所不明の養鰻場，笠原，1962］；フナ属

の 1種 Carassius sp.（原著では鮒），ミナミメダ

カ（原著ではメダカ），タモロコ Gnathopogon 

elongatus elongatus (Temminck and Schlegel, 1846)，

ヤリタナゴ Tanakia lanceolata (Temminck and Sch-

legel, 1846)［水産講習所吉田実習場（現在の東京

海洋大学水圏科学フィールド教育研究センター吉

田ステーション）周辺水路，松村，1933］；キンギョ

Carassius auratus Linnaeus, 1758（不明地，Yama-

guti, 1939）；ニジマス Oncorhynchus mykiss (Walba-

um, 1792)（伊東市の釣り掘，大滝・山下，1978）．

今回観察されたようなミナミメダカにおける寄生

例は，静岡県では松村（1933）に続いて 2例目で

ある．

ミナミメダカは，わが国でイカリムシが最も

利用する淡水魚である（長澤ほか，2020a）．これ

までに，静岡県を含む東京都以西の下記 12都府

県のミナミメダカにイカリムシの寄生が確認され

ている：東京都，長野県，静岡県，愛知県，三重

県，奈良県，大阪府，山口県，福岡県，大分県，

佐賀県，長崎県である［文献は長澤ほか（2020a, b）

を参照］．一方，本州日本海側の福井県から青森

県までの諸県に生息するキタノメダカ Oryzias 

sakaizumii Asai, Senou and Hosoya, 2011からイカ

リムシの記録はない．

静岡県産野生淡水魚のうち，イカリムシの宿

主として知られる魚種は，松村（1933）が報告し

た上記 4種である．静岡県には，汽水種も含める

と 186種の淡水魚が生息し，多くの種で分布域が

明らかにされている（板井，1982；静岡県くらし・

環境部環境局自然保護課，2020）．そこで，静岡

県におけるイカリムシの宿主利用と地理的分布に

関する理解を深めるために，多くの場所で淡水魚

を採集し，イカリムシの寄生の有無を調べること

Fig. 1. Artificial small pond, where copepod-infected medaka, 
Oryzias latipes, were collected at the Museum of Natural and 
Environmental History, Shizuoka, in Shizuoka Prefecture, 
central Japan. The pond was 8.5 m in length, 7.5 m in width, 
and about 0.3 m in depth. The photo was taken on 13 October 
2020.
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が望ましい．これに関連して，松村（1933）が報

告したように，水路などでミナミメダカとともに

生息する魚種にはイカリムシが寄生している可能

性がある．そのような例は山口県で既に知られ，

農業用水路で同所的に生息していたミナミメダカ

とモツゴ Pseudorasbora parva (Temminck and Sch-

legel, 1846)にイカリムシの寄生が見られた（長澤・

久志本，2019）．

20世紀後半以降，わが国で気候が温暖な地域

では，ミナミメダカの生息域に国外外来種のカダ

ヤシ Gambusia affinis (Baird and Girard, 1853)が侵

入して，同所的に生息するミナミメダカを駆逐す

る例が報告されている（佐原・幸地，1980）．静

岡県では，東から西に向かって沼津市，富士市，

静岡市，焼津市，藤枝市，吉田町，牧之原市でカ

ダヤシの定着が確認されている（静岡県，2010；

板井，2011）．これら市町のうち，吉田町ではミ

ナミメダカを含む野生魚 4種にイカリムシの寄生

が報告されているが（松村，1933），約 90年前の

調査結果である．近年のカダヤシとミナミメダカ

の種間関係に留意しつつ，吉田町においてイカリ

ムシの寄生状況に関する再調査が望まれる．また，

両魚種が生息する他市町においても同様な調査は

可能であろう．

今回，ミナミメダカを採集したのは，ふじの

くに地球環境史ミュージアムの中庭に設けられた

コンクリート池である（Fig. 1）．この池には，ミ

ナミメダカに加えて，モツゴとギンブナ

Carassius sp.も生息している．これら 3魚種の由

来と繁殖に関して，ミナミメダカは 2015年に静

岡市駿河区池田にある静岡ガス株式会社静岡支社

のビオトープ（静岡ガスふれあいガーデン）から

移植されたもので，その後，繁殖して個体群を維

持している．また，モツゴとギンブナは同じ年に

静岡市葵区下にある池沼から移植され，その後，

繁殖している（渋川浩一，未発表）．いずれの魚

種も移植時に寄生虫検査を行わなかったため，そ

れらにイカリムシが寄生していたかは不明である

が，その可能性は否定できない．また，移植後

2–3年を経た 2017年あるいは 2018年に，イカリ

ムシと推察される大型寄生虫の感染がコンクリー

ト池内のミナミメダカに頻繁に見られたことから

Fig. 2. Lernaea cyprinacea, postmetamorphic adult females, parasitic on medaka, Oryzias latipes. Ethanol-fixed specimens. A, female 
infecting the left eye of medaka [22.5 mm standard length (SL)], lateral view; B, female infecting the right pectoral fin of medaka (24.0 
mm SL), dorsal view; C, female, habitus, lateral view; D, female, cephalothorax, anterior view; E, peritrich ciliates attached to the copepod 
trunk, lateral view. Scale bars: A, 3 mm; B, 2 mm; C, 1 mm; D, 0.5 mm; E, 0.1 mm.
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（渋川浩一，未発表），その頃にはイカリムシは少

なくともミナミメダカを宿主として感染を繰り返

していたと考えられる．今後は，コンクリート池

内の他魚種，モツゴとギンブナにおけるイカリム

シの寄生状況を調べ，ミナミメダカを含めた 3魚

種がイカリムシの宿主として果たす役割を評価す

ることが課題である．

今回見出されたイカリムシ 2個体のうち，1個

体はミナミメダカの眼球に寄生し，その眼球は膨

化・突出していた（Fig. 2A）．一般に，イカリム

シは宿主である淡水魚の鰭基部から体前部を穿入

させて寄生している（松村，1933）．わが国でイ

カリムシが宿主の眼球に寄生した例はこれまでに

なく，本論文が最初の記録となる．寄生魚の体色

が非寄生魚と異なっているように見えなかった

が，イカリムシの眼球寄生は寄生魚の摂餌行動や

捕食者からの逃避行動等に影響を与えるかも知れ

ない．

今回採取したイカリムシの水中露出部分には，

ツリガネムシ目繊毛虫類の着生が見られた（Fig. 

2B, C, E）．類似の繊毛虫類のイカリムシへの付着

については，飼育ミナミメダカ（鈴木，1965：ツ

リガネムシとして記述）に加えて，日本各地の野

生ミナミメダカからも報告されている［北から南

に向かって，長野県（ビーティーほか，2009）；

和歌山県（長澤・新田，2019：ツリガネムシ目繊

毛虫類）；岡山県（長澤ほか，2017：有柄繊毛虫類）；

大分県（長澤ほか，2020a：ツリガネムシ目類似

の繊毛虫類）；佐賀県（長澤ほか，2012：繊毛虫類）；

沖縄県（長澤ほか，2019：ツリガネムシ科繊毛虫

類）］．これまで，イカリムシに着生するツリガネ

ムシ目繊毛虫類としてエピスティリス属 Epistylis

やツリガネムシ属 Vorticellaの複数種が国外で報

告されている（van As and Viljoen, 1984; Wang et 

al., 2017）．わが国では，イカリムシに着生するツ

リガネムシ目繊毛虫類の分類学的研究はまだ行わ

れておらず，淡水魚に着生する Epistylis繊毛虫類

に関しては魚病学分野で若干の知見があるに過ぎ

ない（高瀬ほか，1973；宮崎・江草，1973；瀬島

ほか，1973）．
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